
アンカーポイントを一度クリック
小さくハンドルを伸ばす。

カーブの向きが
頻繁に変わるので
ハンドルは小さく伸ばす

多少ハンドルを長めに伸ばし
緩やかなカーブにする。

線の向きは下絵に沿って
ハンドルを大きく伸ばす。

カーブの向きが鋭利な角度で
変わる時はアンカーポイントを
クリックしてハンドルを消す。

ステッチは線パネルの展開により
破線にチェックマークを入れる事で
表現できる。

細かく方向が変わる時は
小さくハンドルを伸ばす
下絵とハンドルの向きは常に合わせる

下絵と合わせる方向はこの場所の角度

何となく下絵とハンドルの方向が
似ていてもこれは間違い！！
あくまでアンカーポイントから
ハンドルの出ている近くの角度を
合わせないと下絵と同じラインは
トレース出来ない。

ここの向きを下絵と合わせる。

Illustrator で絵型を描く。

ペンツールで描く。

ステッチを描く。

この部分を変更するとランダムな破線が描けるが特に変更する必要はない。

ステッチの線幅の目安として 0.18ｍｍ
線分を 0.5ｍｍと設定した。
間隔は特に変更する必要はない。

破線にチェックマーク　　を入れる

ボタンでパネルを展開

丸型線端を選ぶ
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